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Ib型超新星に分類されている SN 2006jc においては、約 2年前に LBVに関連すると考えられる爆発が観測され
ていることや、X線が検出されるなど、特異な点が多い。我々は、2006年 10月 14日から 2007年 2月 12日にかけ
ての 22晩にわたり、広島大学 1.5mかなた望遠鏡とTRISPECを用いて可視近赤外線域での測光観測および（偏光）
分光観測を行った。また、2006年 10月 15日から 2007年 4月 10日にかけての 6晩、すばる望遠鏡と FOCASを用
いて可視域の（偏光）分光観測および測光観測を行った。初期の可視スペクトルでは、青い連続光と∼ 2000 km/s
の比較的狭い He I 輝線が特徴的である。後者と X線が観測されたことは、He richな濃い星周媒体が存在するこ
とを示唆する。発見直後に可視連続光で観測された∼ 0.3%の直線偏光は、約 50日後には半分以下に減衰し、初期
には光球面付近に非等方性が存在したことが窺える。この時間変化の傾向は通常の II型超新星とは逆であるが、Ic
型では同様の報告例がある。約 60日後には、可視域での急激な減光と近赤外域での増光がみられ、異例なほど早
い段階からダストが生成されたと考えられる。この赤外超過の傾向は、観測後期の赤領域のスペクトルにも共通し
てみられるが、早い減衰（∝ t

−4）はダスト温度の減少ないしは破壊の傾向があったことを示唆する。本年会では、
既に報告されている他の観測結果も交えた SN 2006jc の星周物質および母天体に関する議論について発表する。


